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「ふれあい夢スクール」事業について 

 概 要 

奈良市では、学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの健やかな成長を図るために「開

かれた学校づくり」を推進しています。 

今回、各市立小学校の余裕教室等を拠点とした「ふれあい夢スクール」を開設します。 

「ふれあい夢スクール」は、地域の皆さん方に学習の支援などで、子どもたちとふれあい、つ

ながりを深めていただくと同時に、地域の皆さん方同士のきずなを深めていただくことを目的

としています。 

   具体的には、小学校区にお住まいの皆さん方に「ふれあい夢スクール」の広報を行い、利用

者の声を反映させながら、ふれあいの場となる教室を整備し、教室を地域に開放します。 

 

 予算について 

 ・総事業費  ５，０００，０００円 

※ 平成１８年５月号しみんだよりに〈仮称〉地域に開かれた学校公開事業予算として掲載

しています。 

 

 ・予算配当  各小学校から提出された予算書（利用教室の状況、利用者連絡会で出された利用

団体の声を反映させたもの）にもとづき配当しました。 

 

 利用について 

   ふれあい夢スクール事業の趣旨に賛同する各小学校区にお住まいの２人以上の団体の方に利 

用していただけます。利用時間は、原則として、平日の午前９時から午後５時までです。詳細 

については、奈良市立小学校における「ふれあい夢スクール」要項に定めています。 

 ただし、各小学校や校区の地域の実情に応じて、この要項に定めるもののほか、学校長が別 

に定めている場合がありますので、利用については、各小学校へお問い合わせください。 

 

平成１８年度事業の流れ 

６月  各小学校ごとに地域の皆さんに事業の趣旨並びに利用教室を広報し、利用希望団体を 

募る。 

７月  各小学校毎に、学校長と利用団体の代表で構成された利用者連絡会を開催するなどの 

方法で利用教室の整備計画を立てる。 

８月   各小学校において、夏休み期間中に利用教室の整備を行う。 

また、しみんだより（９月号）、ポスター掲示等で「ふれあい夢スクール」を広報する。 

９月 「ふれあい夢スクール」の利用を開始する。引き続き、利用団体を募集すると同時に交 

流の在り方を検討していく。 

    
問合せ先 奈良市教育委員会事務局学校教育課 

          〒630-8580  奈良市二条大路南１丁目１－１ 

      TEL 0742-34-4763  FAX0742- 34-4597 
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地域の皆さんとピアノ演奏のサークルをつ

くって楽しんでいます。余裕教室にピアノ

があれば、子どもたちと一緒に演奏します

よ。

囲碁・将棋 
愛好会 

○○できる方、おられませんか。 

奈良市立小学校における「ふれ

あい夢スクール」要項 

・こんな物があればいいな。 ・こんなふれあいの方法があるよ。 ・こうすれば子どもの安全確保に協力で

きるよ。 ・このようにすればもっと有効利用できるよ。 ・学校としての利用マニュアルを決めよう。 

私たちは、本の読み聞かせを

しているボランティア団体

です。子どもたちに読書の楽

しさを伝えたいです。 

英会話サークル 手話、点字

サークル 

絵手紙大好きグ

ループ 

（仮称）学校応援団 
学校を支援したいという思いをも

つ個人が集まり、代表者を決めて

組織した団体。 
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ふれあい夢スクールの例（１） 飛鳥小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  〈利用予定の部屋の様子〉 

 

【利用計画】（案） 

・ お話サークル（ＰＴＡ、地域ボランティアの方 ２０名）の活動〈水曜日午前中〉 

以前から児童朝の会の時間に、全クラスを対象に本の読み聞かせを行っていただいて

いる。 

今までは、その練習、打合せを校庭やご家庭で行っていただいていた。ふれあい夢ス

クールオープン後は、ここが練習、打合せの拠点となる。 

朝の会以外の時間帯（中休み、昼休み）もこの部屋を利用した読み聞かせ活動を検討

中である。 

 

・ 万年青年クラブ、婦人会による昔遊び教室（総合的な学習の時間） 

     今までは、校長室を控え室にしていた。ふれあい夢スクールのオープン後は、この部

屋が控え室や準備等の場所として利用していただく。 

 

【主な整備計画】 

・ 透明ガラスへの入れ替え 

（児童の安全確保及びふれあい活動をより身近なものにするために必要） 

・ 会議用テーブル、いすの購入（ふれあい活動、休憩用として使用） 

・ 電気ポット、食器棚、テーブルクロス等の購入 

                 （ふれあい活動、憩いの場として環境整備に必要） 
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ふれあい夢スクールの例（２） 右京小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用予定の部屋の様子           隣の部屋は、右京博物館 

【利用計画】（案） 

・ 社会福祉協議会会議（下校時刻と合わせて立哨指導の予定） 

     ９月以降実施予定。 

・ 右京お話の会練習・会議（本の読み聞かせ） 

     右京お話の会は、保護者、趣味として取り組んでおられる方、退職教員など地域の多

様な方々で組織されている。週２回、６人から８人くらいの方に右京タイム（8：40～8：

55）で実施していただいている。ふれあい夢スクールオープン後は、練習や反省会の場

として利用する予定。その他児童が在校する時間帯の活用方法も検討中である。 

・ 茶道の指導（クラブ活動の際に指導） 

     本年度４月から、地域在住の茶道の先生に指導していただいている。 

現在、別室で指導していただいているが、ふれあい夢スクールオープン後は、ここで

実施していただく。 

・ 右京小学校区子ども安全推進協議会会議（見守り活動） 

     児童の見守り活動に係わる会議、反省会で利用予定。 

・ 万年青年クラブの親睦 

     万年青年クラブの方々には、児童の見守り活動や総合的な学習の時間等で支援いただ

いている。ふれあい夢スクールでは、控え室や親睦の場として利用していただく。 

 

【主な整備、備品購入計画】 

・ 透明ガラスへ入れ替え（児童の安全確保及びふれあい活動をより身近なものにするた

め。） 

・ じゅうたん敷き、畳の購入（茶道の指導に使用） 

・ 座卓兼用テーブルの購入（会議、読み聞かせ活動に使用） 

・ キャビネット、掃除機等（休憩時使用の湯呑み、急須の収納、後かたづけに使用） 

 


